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お茶の水大 ･理 池 田 宏 信
相転移点近傍におけるスピン系の静的 ･動的臨界揺動を研究する手段として中性子散










ここで勘 2次元 Ising型反強磁性体の典型物質K2CoF｡ についての中性子散乱実
験の結果を報告する.2)2次元磁性体の中 性子散乱実験は,1969年にBNLグループに
よってはじめられた｡彼らによる,ノ､イゼンベルグ性の強い反強磁性体 K2NiF4 ,















に一致しているo TN近傍でMs(T)-B(町 -TnN)βと書くと,得られた β-0･123字
0.08は厳密解 β-0.125によく合っている. 図から明らかなように,K2NiF｡ ,








距離 Kl, Staggered磁化率 x(O)は,それぞれ, Fisher,6)McCoyet･al･7)が求めた解,
Kia-Bncoth 孟 一 昔 (T>Tc)
- 2Bn (i+V'ラ)〔Tn c-1〕十 ･-･･･
i8~lx(O)- co± lト Tc〃 l-7/4+ ･･･
に一致する0 第 2図は厳密解, 〟 - y ′ - 1,γ-γ′-1･75'7-0.25 との比較 を図示
したものである｡
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